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要旨 
本稿は、鈴鹿大学における 2017 年度授業科目「モータースポーツマネジメント」の内容
を整理し、その意義と課題を分析するとともに、地域貢献をする大学として、大学全体で
サポートする体制の必要性を問うものである。 
なお、「モータースポーツマネジメント」は、鈴鹿大学で開講されている地域志向科目（2
年次配当、ビジネスマネジメント系専門科目、スポーツビジネス・観光ビジネス領域共通
科目の選択科目）である。 
考察の結果、地域志向の大学へと変貌を遂げた鈴鹿大学にとって、鈴鹿市の貴重な地域
資源であるモータースポーツの存在は、大きな意味を持っている。開設後、2 年経過した
本学「モータースポーツマネジメント」の授業では、本稿でも述べたように一定の成果を
果たしつつ今後の継続が期待される。さらには、この授業をきっかけとして、学生として
は、学外での地域資源を学ぶ場が提供され、教員にとっては、地域のネットワーク創造の
場、研究の場が得られたこと等、意義があることがわかった。 
 その意義を深く受け止めるのであれば、地域貢献をする大学として、授業科目「モータ
ースポーツマネジメント」を大学全体でサポートする体制を期待している。 
 
キーワード 
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１．はじめに 
本稿は、鈴鹿大学における 2017 年度授業科目「モータースポーツマネジメント」の内
容を整理し、その意義と課題を分析するとともに、地域貢献をする大学として、大学全体
でサポートする体制の必要性を問いたい。  
鈴鹿大学は、2015 年 4 月 1 日に「鈴鹿国際大学」から「鈴鹿大学」へ名称変更した。伊
勢新聞（2015 年 12 月 20 日掲載）は、後日、一連の特集の一つとして、「より地域に必要
とされる大学」、「『地域に役立つ大学』へ」、「『地域密着型』への取り組みを始めた鈴鹿大
                                                   
1 国際人間科学部国際学科 文化政策学（Cultural Policy） 
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学」というフレーズを織り込み取り上げている。  
注目したいのは、記者会見（2015 年 3 月 17 日）で、鈴鹿大学学長市野聖治が「『国際』
は突き詰めると地域との融合につながる。『地域の役に立つ大学』を表すために名称変更を
決めた」「『鈴鹿で学べること』に力点を置いて考えていきたい」と述べた点だ。 
特に、地域志向の授業科目「鈴鹿学」や「モータースポーツマネジメント」を開講した
ことに触れ、後者については、「モータースポーツを地元でどう盛り上げていくかについて
考える」ことと説明している。後述するように、日本で唯一「モータースポーツ都市宣言」
をした鈴鹿市にとって「モータースポーツ」は、代表的な地域資源であることは明らかで
ある。鈴鹿市に所在し、「地域志向」を標榜する鈴鹿大学にとって、大学をあげて取り組む
べき課題であることが期待されている。なお、「モータースポーツマネジメント」は、鈴鹿
大学で開講されている地域志向科目（2 年次配当、ビジネスマネジメント系専門科目、ス
ポーツビジネス・観光ビジネス領域共通科目の選択科目）である。  
 
２．鈴鹿市にとってのモータースポーツ 
（1）鈴鹿市とモータースポーツ 
 鈴鹿市の概要については、鈴鹿市のウェブサイトに以下のように説明がある。  
 
東に伊勢湾、西に鈴鹿山脈と恵まれた自然環境の中にあり、伝統ある歴史と文化に育
まれてきた。1942（昭和 17）年 12 月、軍都として 2 町 12 カ村が合併し、人口約 5
万 2,000 人から出発した。戦後、自動車産業など数多くの企業を誘致し、伊勢湾岸地
域有数の内陸工業都市として発展してきた。また、農業においても、恵まれた豊かな
大地で、茶や花木をはじめ、水稲などの生産が活発に行われ、農業と工業がともに成
長した「緑の工都」として現在に至る。さらに近年では、国際交流や市民文化の向上
に力を入れるなど、あらゆる面からの発展を遂げてきている。現在、市の総面積は
194.46km2、人口約 20 万人で、産業、経済、文化、市民生活など調和のとれた発展を
続け、国際的な観光都市としても知られている［鈴鹿市「鈴鹿市の概略」］。 
 
モータースポーツ都市宣言（2004 年） 
 この鈴鹿市のウェブサイトの概要紹介には、「モータースポーツ」についての言及はない
が、実際「モータースポーツの町」「モータースポーツの聖地」として知られており、「鈴
鹿市観光振興方針」［2016 年］では、以下のように記載されている。  
 
“オンリー・ワン＆ナンバー・ワン”と評価される本市のモータースポーツは、1962 年
の鈴鹿サーキット開業以来、時間をかけて築き上げられてきたもので、市民の理解と支援
の結晶と言えます。そして、2004 年  12 月には全国でも唯一の「モータースポーツ都市
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宣言」を行い、国内外に向かって幅広く「モータースポーツの聖地・鈴鹿」を発信してき
ました。モータースポーツは、本市の他には例を見ない貴重な財産で、「モータースポーツ
都市宣言」（表 1 参照）に盛り込まれた精神を大切にしていく必要があります。 
 
このようにみると、鈴鹿市は、歴史的にモータースポーツに対して積極的に支援してい
るように受け取られるが、辻野ヒロシ［2014］による以下のような記述もある。2004 年の
宣言当時は、「鈴鹿市は F1 開催を一企業の活動と捉える考えが強かった」。しかし、2006
年、2007 年の鈴鹿サーキットの F1 日本グランプリ撤退が、大きな契機になったという。
すなわち、約 76 億 9200 万円［F1 経済効果調査報告書、2009 年］ともいわれる F1 開催
での鈴鹿市への経済効果や、鈴鹿市のイメージブランドを形成しているモータースポーツ
への喪失感から、行政が初めて当市にとってのその価値の高さに気づいたということであ
る。その頃から、行政や、地元のモータースポーツ関連産業のスタンスに変化がみられた
と考えられる。  
 
表１  モータースポーツ都市宣言 (平成 16 年 12 月 24 日 告示第 180 号) 
 私たちの住むまち鈴鹿は、国内はもとより、広く世界の人々に、モータースポー
ツのまちとして知られています。  
 私たち鈴鹿市民は、四季折々の美しい自然や、長い歳月をかけて培った伝統文化
とともに、躍動感あふれるモータースポーツを愛することによって、生き生きとし
た夢や未来を語ることのできるまちをつくるため、次の目標をかかげ、ここに鈴鹿
市を「モータースポーツ都市」とすることを宣言します。  
  
１  モータースポーツを通じて、鈴鹿市民であることに誇りを持ち、活気と希望に
満ちた光り輝くまちをつくります。  
１  モータースポーツを通じて、国際人としての自覚を持ち、国際社会の和平と友
好に貢献します。  
１   モータースポーツを通じて、自らの道を創造的に切り開くことのできる子ど
もたちを育てます。  
１   モータースポーツを通じて、国内外から訪れる人々をおもてなしの心でお迎
えし、友情とふれあいの輪を世界に広げます。  
１  モータースポーツを通じて、住む人にも、訪れる人にも快適で美しい街並みを
つくり、事故のない安心で安全なまちをつくります。  
 
 
 
291
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 1号 2018 
冨本 真理子，2017 年度鈴鹿大学授業科目「モータースポーツマネジメント」の取り組みと課題 
モータースポーツ観光活性化全国協議会の中心として（2012 年） 
観光庁は、スポーツツーリズム推進のため、モータースポーツと全国７サーキットを観
光資源として見出し、国内観光活性化及びインバウンド拡大を図るため、全国協議会を立
ち上げた。本協議会ではサーキット、自動車団体と関係自治体・観光協会そして旅行会社
等の連携・共同により、レース観戦の旅行商品化やサーキットイベントの充実、７サーキ
ット共同でのキャンペーン、モータースポーツ情報の総合的な海外発信などを実現を予定
している。そのキックオフ会議を 2012 年 3 月 3 日に鈴鹿サーキットで実施した［国土交
通省観光庁、2012 年］。鈴鹿市は、当協議会で中心的な役割を果たしている。  
 
統計調査による数値 
平成 28 年鈴鹿市観光客入込数は、4,716,739 人であり、この内，鈴鹿サーキットは
2,010,642 人（全体の約 42％）で 1 位となっている。モータースポーツは鈴鹿市にとって
最も重要な観光資源であることが統計でもあきらかになっている。 
 
 以上のように、モータースポーツは、鈴鹿市の重要な地域資源であることがわかる。  
 
（２）県外からみた鈴鹿市のイメージ 
一方、県外で鈴鹿市のイメージはどのようにみられているのであろうか。  
ここに、「『シティプロモーション』に関する調査研究報告書」［インターネットによる「東
海地方のイメージに関するアンケート調査」］において、東海地方の都市イメージ関する調
査がある。表２のように鈴鹿市を連想する都市イメージとして「モータースポーツ」が
94.7%と、圧倒的に高く、鈴鹿市イコール「モータースポーツ」というイメージが強固に定
着しているかがわかる。さらに、鈴鹿市は、三重県内の津市、四日市市よりも、三重県に
所在することがより広く知られていることも見て取れ、これも「モータースポーツ」効果
に起因することが考えらえる。 
 
表２  東海地方のイメージ関するアンケート調査  
項目 
認知度 イメージ  
名前を知って  
いる        % 
どの県か知って
いる        % 
連 想 す るも の あ り
50％以上        % 
特 に 連 想 す
るものなし% 
岐阜市 98.7 86.3 長良川(51.7) 25.3 
大垣市 68.3 44.0 ― 70.3 
浜松市 100 84.0 うなぎ(88.0) 
浜名湖(69.3) 
4.0 
名古屋市 100 94.3 名古屋城(95.3) 
赤味噌(72.0) 
1.0 
豊橋市 93.0 67.3 ― 70.0 
岡崎市 78.3 51.0 ― 63.3 
豊田市 94.7 76.0 自動車産業(89.0) 8.0 
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津市 92.7 68.0 ― 41.7 
四日市市 98.7 70.0 石油化学コンビナー
ト(68.0) 
23.0 
鈴鹿市 98.7 75.7 モ ー タ ース ポ ー ツ
(94.7) 
3.0 
出典：「東海都市ネットワーク協議会」「シティプロモーション」に関する  
調査報告書 H19.3 、［インターネットによる「東海地方のイメージに関する  
アンケート調査」］ 
また、2006 年 10 月 10 日に、ご当地ナンバーが導入される直前に、Yahoo!による 意識
調査が実施され、モータースポーツの聖地として「鈴鹿（SUZUKA)」の知名度は高く、鈴
鹿ナンバーが（37.1％）と、圧倒的人気を誇っていると報じている［Yahoo!ニュース  ］。 
このように、県外からみた鈴鹿市は、「モータースポーツ」そのものであり、また、モー
タースポーツファンにとっては、憧れの地でもあると考えられる。  
 
（３）鈴鹿市市民にとってのモータースポーツ 
それでは、市民から見たモータースポーツは、どんな存在であるのか。  
 鈴鹿市は、2016 年に「鈴鹿市観光振興方針」を策定した。それに先駆けて、「鈴鹿市観
光振興基本計画の改訂に向けた基礎調査（アンケート調査）」を実施した。その結果、以下
の結果が得られた。  
 
本市の観光まちづくりを進める中で、何を重点的に整備したら良いかとの質問の結果、
全体で「モータースポーツの都市というイメージを確立させる」と答えた人が  654 人で
一番多く、次いで「人気のレストラン、食事、郷土料理など食事処の整備を進める」510 
人、「郷土芸能、祭り、観光イベントの整備を進める」475 人の順になっています。 この
結果から、今後、本市の観光まちづくりに求められているのは、“モータースポーツ  のま
ち”のイメージ向上と食や市内各地域の文化に関する整備を推進することが求められてい
ます［鈴鹿市観光振興基本計画の改訂に向けた基礎調査（アンケート調査）、pp.5-6］ 
 
 ある程度、予測できるものの、やはり市民にとって、本市の観光まちづくりに求められ
ているのは、“モータースポーツのまち”のイメージ向上である。 
 一方で、「鈴鹿市はモータースポーツ都市宣言を行ってから 10 年になるが、『モーター
スポーツのまち』として認知される市外県外のイメージとは大きく異なり、市民のモータ
ースポーツへの関心は決して高いとはいえない」という指摘がある［辻野、2014］。市民と
しては、「モータースポーツ」について、市のイメージ向上の手段として期待しているが、
それ自体にそれほど関心がないのであろう。この市民の関心を高めるため、2014 年から、
鈴鹿市は市内のモータースポーツ企業や団体が協力し、市民講座「初心者のためのモータ
ースポーツおもしろ体験・講座」を開催している。鈴鹿市に縁のあるモータースポーツ関
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係者からモータースポーツに対する知識を学んだり、市内のレース関連の工場を見学した
り、一緒にレース観戦を体験したりするもので、鈴鹿市ならではの無料体験プログラムに
なっている［同］。なお、この市民講座は、人気があり、市の説明によれば、抽選で受講者
を決定しているとのことである。  
 
（４）考察 
 以上のように「モータースポーツ」が、鈴鹿市の地域資源として一定の地位を築いてい
るのは、当然のことながら同市に所在する鈴鹿サーキットに起因する。以下は、鈴鹿サー
キットを運営する株式会社モビリティランドのウェブサイトからの当施設の概要をまとめ
たものである。  
鈴鹿サーキットは、日本にモータリゼーションの波が湧き起こった頃、1962 年 9 月に日
本初の本格的サーキットとしてオープンした。それは、オートバイメーカーとして走り始
めた本田技研工業株式会社の創業者である本田宗一郎の「走り、競う場を提供し、クルマ
の安全性・性能を追求していく｣、藤澤武夫の「エンジンの付いた乗り物を操縦する楽しみ
を味わえる自動車遊園地をつくり、自動車環境の発展に寄与していく」という“想い”や“夢”
を実現する場であった。 
以降、1978 年から「鈴鹿８時間耐久ロードレース」、1987 年から「F1 日本グランプリ」
などの国際レースを開催し、日本のモータースポーツをけん引してきた。鈴鹿サーキット
が、レースの開催と同時に力を注いできたのが、モータースポーツ文化の振興である。世
界で通用するドライバー /ライダーの育成をテーマに掲げたレーシングスクールの開設も
その一環である。「ゆうえんちモートピア」には小さな子どもたちが自ら操縦を楽しめるの
りものが多数ある。これは「未来のファン層」の開拓とともに、日本にクルマを文化とし
て根づかせようというビジョンに基づいている。また、交通安全教育にも力を入れるとと
もに、ホテル・レストランの充実をはかり、滞在型のリゾートとしての環境とサービスを
提供し、さらには新時代にふさわしい新たなレジャー事業を意欲的に開発している［モビ
リティランド、「鈴鹿サーキットについて」］。 
 この鈴鹿サーキットと、鈴鹿市、モータースポーツ関連産業、地元メディア、市民、鈴
鹿市を訪れるモータースポーツファンなどの一連の動向についてまとめると、2004 年の
モータースポーツ都市宣言時は、「市は、F1 開催を一企業の活動と捉える考えが強かった」
が、2007 年、2008 年の F1 開催地の富士スピードウェイへの移行が転機となり、その経
済効果やイメージの低下に危機感を感じた行政や市民に変化が生じた。  
同時に、モータースポーツ関連企業やレースに参戦するトップチームが集積する鈴鹿市
では、地域の団体などが鈴鹿市に来場するモータースポーツファンと鈴鹿市をつなぐ活動
を地道に進めてきたことで、市内、県内の地元メディアもモータースポーツを積極的に報
道するようになり、行政サイドも、市民のモータースポーツへの関心も大きく変わってき
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ている。 
このように、2004 年のモータースポーツ都市宣言当時と比べれば、少しずつ市民のモー
タースポーツへの関心が高まっている。しかし、1962 年にオープンした鈴鹿サーキットを
舞台にした欧米発のモータースポーツ文化が市民に定着するには、まだ時間が必要で、モ
ータースポーツのステークホルダーのベクトルの方向が揃うのがいかに大変であるかとい
うことがわかる。  
さらに、もう 1 点課題がある。それは、近年、テレビ視聴率や観客動員数の減少傾向か
ら、モータースポーツ人気は低迷していると言われている。大谷達也は［2010］、「モータ
ースポーツ人気の低迷は深刻なレベルに達している」として、一部に例外はあるものの、
全般的に見ればモータースポーツの人気後退は世界的な傾向と捉えている。主な理由とし
ては、以下を挙げている。①世界的な景気後退でモータースポーツ観戦への支出が抑えら
れた、②競技や技術が極端に高度化した結果、多くの人々にとってモータースポーツがわ
かりにくいものへと変質していった、③自動車やモータースポーツに対する興味や関心が、
なんとなく薄れていった、というものである。  
このように、市民のモータースポーツへの関心も急激には高まらない中、世界的にみて
モータースポーツ人気が陰りを見せている現状は、モータースポーツが大きな地域資源で
ある鈴鹿市にとっては、決して芳しい傾向ではなく、今後の地域課題になり得る可能性が
高い。 
このような状況の下、鈴鹿大学は、「地域に役立つ大学」、「地域密着型」と名乗る大学と
して、モータースポーツという地域資源にどのように向き合うか試されているのではない
かと考える。  
 
４．鈴鹿大学での「モータスポーツマネジメント」の取り組み 
（１） 「モータースポーツマネジメント」科目の実践 
 1)科目の概要 
学術論文や図書・雑誌などの学術情報データベース CiNii を検索すると、モータースポ
ーツは「自動車競技」や「オートバイ競技」などにおいて展開されたスポーツ・イベント
について、あるいは関連する技術開発、経済効果、モータースポーツ文化と地域社会との
かかわりなどの視点から研究されていることがわかる。  
その中で、本学で当該科目を担当する教員の専門性の近似値から、観光、地域振興、地
域貢献といった視点が、適合しているという判断の下、シラバスを構成した。  
さらに、鈴鹿サーキット、鈴鹿市役所、鈴鹿市観光協会、鈴鹿モータースポーツ友の会、
民間企業等、現場に近い場でモータースポーツに関与する地域の方々をゲストスピーカー
として招聘し、本学教員も交えてのオムニバス形式とした。また、今年度は、モータース
ポーツと地域社会の関係について研究している人物を神奈川県から招聘することができた。
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加えて、鈴鹿サーキットのレーシングコースを見学する機会も得た。 
以上の点を具現化することで、モータースポーツ・イベント自体はもとより、それを支
える地域社会の構造について学習することに重点を置いた。  
 
２）講義の構成と概要 
 2017 年度の「モータースポーツマネジメント」の講義概要は、表３に表した。 
 表３．2017 年度の「モータースポーツマネジメント」講義概要一覧 
日程  内容 講師（敬称略） 
①4/11 オリエンテーション：  
授業の進め方／モータースポーツについての本学の  
取り組みを理解する。  
本学教員 
冨本真理子 
②4/18 地元企業×モータースポーツ：  
（株）フォーティーフォーのご紹介／モータースポーツ
の世界とビジネスのおもしろさ／ＳＵＺＵＫＡ産学官  
交流会における鈴鹿大学とのランニングバイク 
プロジェクトへの取組み 
(株 )フォーティー
フォー 
下野雅司 
③4/25 スポーツ×モータースポーツ：  
モータースポーツをスポーツとして考える  
本学教員 
田中利佳 
④5/9 鈴鹿サーキット×モータースポーツ：  
鈴鹿サーキットで開催されるモータースポーツの概要を
知る 
鈴鹿サーキット  
鈴木宏明 
⑤5/16 鈴鹿サーキット×モータースポーツ：  
鈴鹿サーキットバックヤードツアー  
鈴鹿サーキット  
鈴木宏明 ⑥5/16 
⑦5/23 マン島ＴＴ×鈴鹿サーキット  
世界最高峰オートバイレースマン島レースと  
鈴鹿サーキット誕生秘話 
本学教員 
崔載弦 
⑧5/30 オーナーズ創造型観光の視点からみるモータースポーツ  
「モータースポーツ観光」へのアプローチ  
本学教員 
郭育仁 
⑨6/6 鈴鹿サーキット×施設       
 鈴鹿サーキット内の各施設の概要について知る  
鈴鹿サーキット  
齋田 泰之 
⑩6/13 市民×モータースポーツ 
鈴鹿モータースポーツ友の会の取組みについて知る  
鈴鹿モーター  
スポーツ友の会  
⑪6/20 鈴鹿市×モータースポーツ  
鈴鹿市のモータースポーツ政策について知る。  
鈴鹿市役所  
地域資源活用課  
石井一成 
⑫6/27 鈴鹿市観光協会×モータースポーツ  
鈴鹿市観光協会のモータースポーツに関する取り組みに
ついて知る。  
鈴鹿市観光協会  
古谷洋人 
⑬7/4 モータースポーツとはなにか   モータースポーツ
ライター小林ゆき 
⑭7/4 モータースポーツ文化と地域社会の関係  
～マン島 TT レースと鈴鹿 8 耐を事例に  ～ 
モータースポーツ
ライター小林ゆき 
⑮7/11 まとめ 本学教員 
冨本真理子  
 
第 1 回講義：オリエンテーション：授業の進め方／モータースポーツについての本学の  
取り組みを理解する。  
講師：本学教員 冨本真理子 
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 本年度は、昨年度と同様に各界からゲストスピーカーを招聘しての講義と、鈴鹿サーキ
ット見学を予定している旨を伝えた。鈴鹿市と大学 4 年間関わるのであるから、モーター
スポーツの知識やその現場を見ることが、今後の人生にとって有意義になるように教員、
受講者の協力関係の下で、授業を進めていくことを確認した。  
 
第 2 回講義：地元企業×モータースポーツ：  
（株）フォーティーフォーのご紹介／モータースポーツの世界とビジネスのおもしろさ／
ＳＵＺＵＫＡ産学官交流会における鈴鹿大学とのランニングバイクプロジェクトへの取組
み  
講師：(株)フォーティーフォー 下野雅司 
 
 
 
下野雅司氏は、北海道出身、モトクロス国際  B 級の選手としてレース活動し、選手引退
後はモトクロス全日本チャンピオンの小島庸平選手の会社、株式会社フォーティーフォー
で、 WEB 制作事業をしながらその活動を支えている。鈴鹿商工会議所青年部にも所属し
ている。 
仕事にかける思いや、ご自身の人生の体験、また、本学とも協働で普及活動をしている
ランニングバイクのこと、モータースポーツの町鈴鹿への地域貢献活動についてが、主な
講演内容であった。学生たちも、下野氏の波乱万丈の人生に大変感銘を受け、モータース
ポーツへの興味が深まったという感想が多数あった。  
北海道から単身、愛知県に出て企業内短大で学びながら就労された経験、モータースポ
ーツ選手としての活動と引退後の人生、モータースポーツの町鈴鹿への思いと地域貢献活
写真１．下野雅司氏講演 2017 年 4 月 18 日 
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動などの内容は、モータースポーツと一個人との関わりという視点からも、興味深いもの
であった。鈴鹿には、モータースポーツとかかわった個人の生きざまが集積されていると
いっても過言ではないであろう。  
なお、下野氏は、本学の授業「鈴鹿学」、6 月 7 日において、「鈴鹿市のこどもを中心に
した健康づくり『ランニングバイク』普及活動について」と題して、お話いただいている。  
 
第３回講義：スポーツ×モータースポーツ：モータースポーツをスポーツとして考える  
講師：本学教員 田中利佳 
 
 動力を使うスポーツの可否を問いながらも、モータースポーツのスポーツとしての側面
から学生に興味を持たせるような内容であった。  
 
第 4 回講義：鈴鹿サーキット×モータースポーツ：鈴鹿サーキットで開催されるモーター
スポーツの概要を知る  
講師：株式会社モビリティランド 鈴鹿サーキット モータースポーツ部  
鈴木宏明 
  
 次講に鈴鹿サーキットレーシングコース見学を控えて、鈴鹿サーキットからゲストスピ
ーカーをお招きした。F1 についての詳細な説明、モータースポーツ（四輪）レースの構成
などの基本的説明と、サーキット施設の概要、本田宗一郎や藤澤武夫らの設立者の思い、
今年の鈴鹿 8 耐第 40 回記念大会についてが、主な内容である。  
F1 が、自動車レースの世界最高峰のレースであり、日本での開催は、ほぼ鈴鹿に限られ
ていることから、鈴鹿は、「モータースポーツの聖地」と言われ、選手はもとより、ファン
からも愛されていることを改めて実感させられる内容であった。  
 
第 5 回／6 回講義 鈴鹿サーキット×モータースポーツ：鈴鹿サーキットバックヤードツ
アー 
講師：同上 鈴木宏明 
内容：鈴鹿サーキット×モータースポーツ：鈴鹿サーキットバックヤードツアー  
 
本講座、初めての鈴鹿サーキットレーシングコースバックヤードツアーが実現した。  
298
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 1号 2018 
冨本 真理子，2017 年度鈴鹿大学授業科目「モータースポーツマネジメント」の取り組みと課題 
   
 
 
非常に丁寧な解説の下、サーキットを見下ろせる VIP スィート、機能的な設備の整うコ
ントロールルームやメディアセンターを見学した。レーシングコースは、最新のテクノロ
ジーを併設する施設である一方、「死」を連想させる「４」というポストは存在せず、緊急
時のためのメディカルセンターやヘリポートを見ると、改めて危険と隣り合わせのスポー
ツであることが感じられたという学生のコメントがあった。  
当サーキットでは、本年 2017 年 7 月には、鈴鹿 8 耐第 40 回記念大会が、10 月には、
F1 日本グランプリが、開催される。特に、F1 日本グランプリでは、本学からも、多くの
学生がその担い手となることが期待されている。今回の見学がその担い手養成の第一歩と
なることを期待したい。参加学生 19 名は、ほとんどが初めてのレーシングコース内入場
であり、丁寧な解説の下、レース開催現場の見学が実現できたことが有意義であった。株
式会社モビリティランド 鈴鹿サーキット様に改めて、深く感謝申し上げたい。  
 
第 7 回講義 マン島ＴＴ×鈴鹿サーキット：世界最高峰オートバイレースマン島レースと  
鈴鹿サーキット誕生秘話 
講師：本学教員 崔載弦 
 
DVD 教材：「プロジェクト X 挑戦者たち 第 V 期 制覇せよ 世界最高峰レース~マン島・
オートバイにかけた若者たち~」NHK エンタープライズ、2002 年、を学生たちが視聴し、
講師の若干の説明後、コメントを書いた。  
教材は、昭和 29 年、経営危機に陥っていた本田技研工業が、社運を賭けてマン島レース
に臨み、ついに、昭和 36 年に同社のマシンが１位から５位までを独占するまでの道のり
を描き、本田技研工業がなぜ、サーキットを作ったのか、その源流が示されており、本講
写真 2. 鈴鹿サーキット見学、2017 年 5 月 16 日 
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座と非常に関連性が深い。  
 受講後の学生のコメントは以下のとおりである。  
「自分が世界的に有名な鈴鹿サーキットのある町の住んでいることに誇りを覚えた」「本
田宗一郎の思いを受けて、若いレーサーたちが夢を実現しようと頑張ったことに感動した」
「本田宗一郎の思いがこもった鈴鹿サーキットの設立のことがよくわかった」「ホンダと
いう企業と鈴鹿サーキットの関係や、なぜ、ここにサーキットがあるのかがわかってよか
った」「レースをするには乗り物の性能だけでなくドライバーの技術もかかっていること
がわかった」「日本のモータースポーツは本田宗一郎とマン島レースに出場したオートバ
イチームの苦難を乗り越えて作り上げられたものだとわかった」  
 日本初めてのサーキットがなぜ鈴鹿にあるか、本田宗一郎と藤澤武夫の夢や思いについ
てなど、マン島 TT レースが鈴鹿サーキット設立に深く関与していることは、よく語られ
るが、本資料によって、受講者に明確になったことがよくわかる。鈴鹿サーキットまでの
設立の経緯について知ることは、その理解に非常に役立つといえる。 
 
第 8 回講義 オーナーズ創造型観光の視点からみるモータースポーツ：「モータースポー
ツ観光」へのアプローチ 
講師：本学教員 郭育仁 
 
 モータースポーツとクルマの文化を創造し楽しむ主役は、権力者や大企業の国家的観光
イベントやプロモーション活動に留まらないことを指摘している。「学びと遊びの 2 輪・4
輪競技を自律的に実践することにより、他者との交流を図る手段」として、「モータースポ
ーツ観光」という枠組み設定を試みた。スピードの競争やラリーのようなリスクの高いモ
ータースポーツではなく、緩いつながりを持つオーナーズクラブ活動を通して、マイカー
に対するお互いの工夫や経験を学びあい、交流し、発信しているところは、今後モーター
スポーツ研究の広がりを考えるにおいて示唆的であった。  
  
第 9 回講義 鈴鹿サーキット×施設：鈴鹿サーキット内の各施設の概要について知る  
講師：株式会社モビリティランド 鈴鹿サーキット 事業推進室 齋田 泰之 
  
鈴鹿サーキットと一括りに言われているが、その中には、国際レーシングコースの他に
遊園地やホテル、交通教育センターがある。これらすべては、本田技研工業創業者である
本田宗一郎と藤澤武夫の思いや理念があって設立されたことを学んだ。また、遊園地モー
トピアが、親子連れのファミリーをターゲットにして、子ども自らが操作して楽しむ喜び
をテーマに遊具が設定されていることや、安全教育に取り組む交通教育センターについて
も、説明を聞き、今でこそ頻繁に言及されている CSR（1）にあたるものであろうが、本施
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設が開業された 1963 年という年代を考えると当時としては、非常に先進的な理念の下取
り組まれたことがわかる。  
 
第 10 回講義 市民×モータースポーツ：鈴鹿モータースポーツ友の会の取組みについて
知る 
講師：鈴鹿モータースポーツ友の会理事・畑川治   同事務局長・中野能成  
 
畑川氏は、冒頭で、鈴鹿サーキット・レーシング・スクール・フォーミュラ（SRS-F）
出身の佐藤琢磨選手が、この 5 月 29 日にアメリカで開催されたインディ 500 で、日本人
初の優勝達成について感慨深くお話された。歴史的な勝利であったが、残念ながら受講生
全員知らなかったことがわかり、落胆されながらのスタートであった。畑川氏は、1970 年
代後半にヨーロッパ /イギリス F3 に挑戦された海外レース参戦のパイオニアであり、佐藤
琢磨選手の快挙について感慨深く話されていた。  
その後、国内四輪レースの構成を野球（少年野球～プロ野球）の世界に例えてのご説明
や、フォーミュラーカーは、飛行機と違い、ダウンフォースで走り、逆さでも走れるとい
う物理の講座もあり、今までの講座とは異なった角度の説明がなされ、興味深かった。 ま
た、日本のモータースポーツの先駆者として活躍されたご経験から、受講者に夢に挑戦す
ることの大切さについて熱くお話くださる姿が印象的であった。  
 
 
第 11 回講義 鈴鹿市×モータースポーツ：鈴鹿市のモータースポーツ政策について知る。  
講師：鈴鹿市役所地域資源活用課 石井一成 
 
 鈴鹿市にとって、モータースポーツは唯一無二の地域資源でもあり、観光資源でもある。
その資源を活かすべく行政の取り組みと奮闘についてお話しくださった。一方で、モータ
ースポーツだけにたよる観光についても、課題がり、新しい観光資源の掘り起こしなどの
重要性を話された。   
 
第 12 回講義 鈴鹿市観光協会×モータースポーツ：鈴鹿市観光協会のモータースポーツ
に関する取り組みについて知る。  
講師：鈴鹿市観光協会 古谷洋人 
  
 白子駅前に事務所を構え、鈴鹿市の観光関連の業務を先頭に立ってあたっておられるこ
とを、詳しく話された。データなどを交えて、モータースポーツが重要な地域資源である
ものの近年その人気も低下していることなどを話された。  
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第 13 回講義 モータースポーツとはなにか   
講師：モータースポーツライター 小林ゆき 
 
講師は、モータースポーツに関する輝かしいキャリアを保持し、しかも、文化人類学
の視点でモータースポーツについて学術的研究をされている日本では数少ない方である。  
ご自分のモータースポーツのウェアにあるスポンサーのワッペンの由来やスポンサーシッ
プの説明、一方では、産業革命、市民階級、近代スポーツ、モータースポーツの意外なつ
ながりについてのアカデミックな解説もあり、モータースポーツの奥深さを学ぶことがで
きた。講師は、日本で数少ないモータースポーツ研究者であるとのこと、今後の研究の発
展に期待したい。  
 
第 14 回講義 モータースポーツ文化と地域社会の関係～マン島 TT レースと鈴鹿 8 耐を
事例に ～  
講師：モータースポーツライター 小林ゆき 
講師が、ライフワークとしている、マン島 TT レースについて、地域社会との関係を本
年度の現地調査も交えながら紹介した。また、講師もチーム監督として参加している鈴鹿
８耐について触れ、鈴鹿サーキットや鈴鹿市がいかにモータースポーツ界にとってあこが
れの聖地であるかと熱く語った。  
 
第 15 回講義 DVD 教材 「プロジェクト X 挑戦者たち 史上最大の集金作戦 広島カ
ープ～市民とナインの熱い日々～」NHK エンタープライズ、2015 年 
講師：本学教員 冨本 真理子 
 日本で唯一「市民球団」と言われるプロ野球球団、広島カープの黎明期の設立資金をフ
ァンが担ったという事実から、プロスポーツと地域社会の在り方を考える教材とした。受
講者のコメントからみると、モータースポーツと比較して論じるより、プロ野球球団と地
域社会の在り方として捉えている学生が多かった。同じプロスポーツでも、歴史的に日本
の風土に根付いている野球と、やや馴染みがないプロスポーツ、モータースポーツは、比
較対象にはなりにくいようであった。  
 
（２）考察 
 以上のように、15 回にわたる授業は、鈴鹿大学の教員だけではなく、広くモータースポ
ーツ関わる方々の協力で実施することができた。授業を通じて、地域の方々と関わり、大
学への心温まるまなざしや、学生への期待など非常にありがたく感じた。さらに、モータ
ースポーツに何らかの関わりがあり、生涯鈴鹿に対して熱い思いを持つ方が鈴鹿市には、
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多く在住していることがわかり、あらためて「モータースポーツの聖地」鈴鹿を実感でき
た。学生も、日常的に関わる教員とは違う世界の方々との交流は、魅力的、刺激的であり、
それは教員にとっても同様のことが言える。  
地域から学ばせていただくまたとない貴重な場であり、大学が地域とともにあることを
実感できる場であることをこの 15 回を通じて確認できた。  
 
５．鈴鹿大学としての「モータースポーツマネジメント」科目の意義と課題 
（１）学生が地域資源から学ぶ場として 
 以上のように、15 回にわたる授業科目としての意義は、一定の成果があったといえ、今
後も継続していく中で、その重要性はますます拡大していくものと考えらえる。見逃して
はならないのは、その波及効果である。以下に F1 補助スタッフとして学生が活躍する様子
や三重創生ファンタジスタについて述べる。 
  
F1 補助スタッフ 
授業科目としての「モータースポーツマネジメント」は、「モータースポーツ」という地
域資源を活用しての座学の場であるが、実習科目として、鈴鹿大学は、「国内研修」「イン
ターンシップ（初年次セミナーⅠ）」を設けている。  
特に、株式会社モビリティランド鈴鹿サーキットの協力を得て、「国内研修」(2 単位ま
たは 1 単位：集中講義の一環として）を開講している。学生は本学での説明会、選考、鈴
鹿サーキットでの採用面接を経て、90 時間の実習(業務体験)を行う。特定の職務で働く学
生もいれば、ローテーションで多様な業務を体験する学生もいる。さらには、F1 開催期間
限定のレーシングコース内外でのスタッフサポート業務にあたる学生もいる［郭ら、2017］。 
これらの実習は、単なるアルバイトではなく、鈴鹿サーキットの設立時からの歴史や、
企業理念を含めた事業内容などを学ぶ機会を設け、意義ある学びの場となるように意図さ
れているのが特徴である。  
それ以外にも、毎年 3 月に開催される鈴鹿サーキット  モータースポーツファン感謝デ
ーは、数万人の来場者を全国から迎える大規模イベントである。そこで、本学学生が、鈴
鹿市観光協会が設置するテントにおいて補助業務の機会を与えられ、初年次セミナーⅠの
インターンシップ先の 1 つとなっている。  
まさに、「モータースポーツの聖地」鈴鹿ならではの取組であり、鈴鹿市に立地する大学
として生きた学びの場となる貴重な機会であると考える。 
 
 「三重創生ファンタジスタ」における地域志向科目としての期待 
 今後の展開としても、当講座「モータースポーツマネジメント」に期待がよせられてい
る。 
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三重大学が採択された文部科学省  「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」
に位置付けられた「地域イノベーションを推進する三重創生ファンタジスタの養成」の資
格取得プログラムのベーシック資格取対象科目として、当科目が登録されることが期待さ
れている。2017 年 4 月より、三重大学以外の県内高等教育機関  9 校（四日市看護医療大
学、四日市大学、鈴鹿医療科学大学、鈴鹿工業高等専門学校、鈴鹿大学、三重短期大学、
三重県立看護大学、皇學館大学、鳥羽商船高等専門学校）でも、三重創生ファンタジスタ
資格の教育プログラムが始動している［文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推
進事業(COC+)」］。鈴鹿大学では、「鈴鹿学」、「国内研修Ⅰ～Ⅳ」、「ボランティア活動Ⅰ～
Ⅳ」が既に登録されており、科目数の増加が期待されている中、この「モータースポーツ
マネジメント」も今後、登録される見込みがある。将来的には、県内高等教育機関間での
単位互換制度にも発展しうる可能性もあり、そういった期待の中で、今後も継続しながら、
鈴鹿市の地域性を特徴づけるべくさらなる内容の精査が必要であると考えられる。  
 
（２）研究者／教員にとっての活動の場の提供 
 「モータースポーツマネジメント」の講義を成立させるには、地域のモータースポーツ
関連の方々を講師としてお招きし、現場の声を教材にするというスタンスがある。その中
で、教員やあるいは大学全体としてご協力いただいた方々とネットワークが形成されるひ
とつの機会となっている。地域志向の大学を標ぼうする鈴鹿大学にとっては、貴重な場と
なっている。 
小林ゆき［2010］は、モータースポーツ研究の動向を整理したうえで、既存研究の多く
は「みるスポーツ」としてのモータースポーツに焦点が当てられてきたが、今後の課題と
して、多角的な視点、とくに「ささえる」視点を取り入れることで研究の可能性を広げら
れるのではないかと述べている。「ささえる」視点であれば、既存の学問体系、とくモータ
ースポーツと地域社会との視点から再構成し、地域の存在するさまざまな課題の解決を目
指すことが、現有教員で可能である。結果的には、地域社会を構成しているあらゆるもの
を研究対象とする鈴鹿大学ならではの方向性が示されよう。  
 
（３）課題 
 以上のように意義を述べたが課題もある。例えば、「モータースポーツマネジメント」は、
スポーツビジネス領域と観光ビジネス領域の共通科目となっているが、実際には、観光ビ
ジネス領域が主になって運営をしている。地域志向を標ぼうする大学であれば、全学で取
り組み、支援する体制をとっていく必要があることは言うまでもない。 
 また、モータースポーツ分野については専門の教員が不在のため、地域づくりや地域社
会との関係、あるいは観光といった観光ビジネス領域担当教員の専門に大きく寄せられて
おり偏りがある。研究・教育分野でも、全学の教員を視野に入れて多彩な顔ぶれで担当す
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れば、また違った展開になるのではと考える。これらは、今後の課題となろう。 
 
５．おわりに 
昨今の大学を取り巻く社会状況の変化はめまぐるしく、また本学内の教員構成も当初の
陣容とは変わってきている。今一度、名称変更した 2 年前に、大きく報道された理念を振
り返り、現状を把握し、今後の展望を考察することは、意義があると考えた。 
地域志向の大学へと変貌を遂げた、鈴鹿大学にとって、鈴鹿市の貴重な地域資源である
モータースポーツの存在は、大きな意味を持っている。開設後、2 年経過した本学「モー
タースポーツマネジメント」の授業では、本稿でも述べたように一定の成果を果たしつつ
今後の継続が、期待される。さらには、この授業をきっかけとして、学生には、学外での
学びの場が提供され、教員にとっては、地域のネットワーク創造の場、研究の場が得られ
たこと等、意義があることがわかった。 
 その意義を深く受け止めるのであれば、地域貢献をする大学として、授業科目「モータ
ースポーツマネジメント」大学全体でサポートする体制を期待している。 
 
注 
（1）【CSR】［corporate social responsibility］ 
収益を上げ配当を維持し、法令を遵守するだけでなく、人権に配慮した適正な雇用・労働
条件、消費者への適切な対応、環境問題への配慮、地域社会への貢献を行うなど、企業が
市民として果たすべき責任をいう。企業の社会的責任。 
小学館 デジタル大辞泉：https://kotobank.jp/word/CSR-3863 2017 年 9 月 17 日最終確
認 
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